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寄 生 虫 学100年 と

恩 師 の こ と

久津見 晴 彦

日本の 寄生 虫 研 究 の 夜 明 けは 、 明治9年(1876)に 来

日 した エ ル ウ イ ン ・ベ ル ツ博 士(1849～1913)に よって開

か れ、 薫 陶 を うけ た三 浦 謹 之助 、 入 沢達 占、宮 入慶 之助

藤 浪鑑 らの東 大、 京大 、 九 大学 派 が寄生 虫 学 の礎 石 を築

い た。 同時 代 の飯 島 魁(1861～1921)は 東大 生物 学科 を

終 えて ラ イフチ ヒ大学 にて 寄生 虫 学 を専 攻 した。 門 ド生

の 互島 清太 郎 は魚 類 の 鰐 寄生 虫 で 学士 院 賞 を うけ、 その

教室 か ら宴 島幹 之助 〔北里 研)、吉 田 貞雄(大 阪 医 大 か ら

阪大)、小 林 晴 治郎(京 城 帝 大 か ら京 都府 立医 大)、小泉 丹

(慶 大医学 部)ら の動物 学者 が医 学部 の初代 教 室 を開 い

た。 つ ま り、 寄生 虫 学 は 一r度100年 の歴 史 を もつ。

さて 、 その小 泉丹 博 士(1882～1952)は ジャン・マ ル タ

ンの筆 名 をもち、進 化 論 、遺 伝 学 で も知 られ た 人で あるが、

明治40年 の 卒 業 論文 は ミミズの 睾 丸 に寄 生 す る原 虫 グレ

ガ リナ で あ った。 新 種 を7種 も発 表 して有 名に な った と

き、黒 岩涙 香 や 内村鑑.モ は 万朝 報 の コ ラム 「鉄箒 」 で 、

「大 学 で はい たず ら に楊 枝 の 先 で 重箱 の 隅 をほ じ くる よ

うな研 究 をや っ て い る。 た と えば … …」 と批 判 した。 箕

作 佳吉 教授 は グ レガ リナ はマ ラ リア原 虫 と近 縁 で 、 その

研 究 はや が て 役 に 立つ と、苦 しい釈 明 を された とい う,,

今 か ら70年 前 、 テ レ ビ 「花 神 」 の村 田蔵 六の 時 代 か ら30

- -40年 あ との こ とで あ る。 文明 開 化の 時 代 と い って も、

医 学や 動物 学 に対 す る新 聞 の感 覚 は現 在 とは ぽ ど遠 い 。

少 々横道 に それ るが 、 当時 の 新 聞 界や 言論 界で1(illh(し

た 論客 は 多い が、 私 の祖 父 息忠 〔号 を蕨村 、1860～1925)

は 、小 泉 先生 を槍 玉 に あ げた 少 し前 まで 、万 朝 報のL筆

を して お り、硬 派 の新 聞 人 で あ っ た と い う。 明 治26年 か

ら25年 間 に函 館 日 日や 東京 毎H$fr聞 の 主筆 、弁 護 士 の か

た わ ら、16冊 の著 作 を残 した。 当時 は急 進 的 とい われ た

ニ イチ ェ や ク ロボ トキ ンの 思想 の紹 介 者 とい わ れ るが 、

極 めて 温厚 な 人柄 だ っ た ら しい。 私 の誕 生 日は偶 然 に も

3回 目命 日 で、 祖 父の 生 れ 代 りを理 由 に よ く叱 られた。

中学 の頃 に 、徴臭 い本 を薄 暗 い 書棚 で秘 か に開 き、 そ の

目次 に 「理 想 生 活 の前提 」 の 文字 を見 た と思 う。 その よ

うな経験 は 、い ま わ が身 を置 く格 別 に理 性 的 な生 活 の 前

提 にな っ て い るの では なか ろ うか。 そ れ は と もか く、戦

後 に続 く荒 廃 の時 代 に、 祖 父 に関 す る一一切の こ とは 念頭

に なか った 。 ふ た た び その存 在 を知 ら された のは 、恩 師

の 小 宮 先生 か らで あ った 。

小 宮義 孝 博 士!1900-]976)は 小 泉 先生 に 劣 らず若 い

頃 か ら理 論 家 とい われ 、 その 自覚 は 全ての 能 力の 最 大限

の発 揮 、友 人 の理 論 的 リー ダー と して活 用 きれ た、、高 文

受験 の ため 背 丈 に あ まる本 を読破 す る とか、物 理 学 や哲

学指 向の た め 医学 部 に満 足 せ ず 、無 為 、不 安 、焦 躁 、倦

怠 に 陥 った 友 人 を率 い て関 東 大震 災 あ との 被 災 者の 医療

に あ た り、 そん な気 分 を一.一掃 させ た ことは 有 名 で あ る,.

労 働 者 の 劣悪 な就 業状 態 を黙 視 し えな い と衛 生学 教 室 に

入 っ た が、 寄 生虫 学 に転 じた経緯 は 『医 療 社 会化 の道 標』

(勤 草 書房)に 詳 しい。20年 前 、 いつ 果て る と も知 れな

い仕 事の 話 が終 る と、必 ず わ れ われ の不 得 意 や意 欲 の低

さ を衝 いて こ られた 。 「株売 買の経 験 が ない 、種 の 起源

や 資 本論 を読 んで ない 、ヤ マ メ釣 り も しない 、 ロ シア語

で チェーホフを読 も う と しな い」 と。独 創性 や科 学 方法論

の強 調 、 個性 の尊 重 、種 々の話 題 が展 開 され た が、 要す

るに仕 事 以外 の精 神 活動 や社 会環 境 へ の 関 心 が現 代 生活

で は 不可 欠 で 、 それ を失 えば学 者 と して も存 在価 値 が な

い とい う考 え を示 された、、と くに 先生 の好 む話題 はユ ト

リロ 、 ス トリ ン ドベ ル グの 芸術性 、 ボ ア ン カ レや ベ ル グ

ソ ンの 評価 で あ り、マ ルテのr記 や ア ミエ ルの 日記の感

想 を述 べ れ ば話 し相 手 として 評/[1巨される、,今な ら加藤 周 一

か山 崎 正和 を持 出 したい 。 と にか く、強 い 自e争:心と博識

の お相 丁・を しなが ら、私 は こ れ を 単な る 自己顕 示 と兄ず 、

確 信 を もっ た議 論 の背 後 に内 面 的緊 張 と教 育 的 意図 を察

した。 先生 が あ る時 指 摘 された 祖 父 の 著1}}:が何 で あ ・、た

か記憶 に な い が、 「教 育試iiNH」で あ って 羊、よ か ろ うと 考

え て い る、,

最 近 に な って 、古 い岩 波 の 月 報に 「小 泉 丹博Lび)こ と」

と題 す る 小 宮 先 生 の 小 文 を発 見 した.ヒ 海 のr撚 科 学

研 究 所 か ら戦 後帰 国 した あ と、 た び たび 慶 大 に小%f<生

を訪 ね て文 献 を拝 借 し、 その あ と教 授 室 で 直載 に`;垂が通

じる気持 の よ い時 間 を過 した と述 べ てい る、、慶 大 に入 っ

て い れ ば小 泉 先 生 を師 と した 年 令 差 で あ るが 、両 者に 共

通 の もの は天 候 の挨 拶 や お 世辞 を抜 いた 非 日常性 で あ り

た こ とは確 かで あ る、 また小 泉 先生 の 特 徴 は し1、[門外 に も

関 心 が 広 く、 かつ造 詣 が深 い こと だ と回顧 してお られ る

が、 これ は小 宮 先生 自身 の こ とで 書,ある..

〔寄生 虫 「1∫講 座 孝気授)
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随 木目
'巳》 、

石 井 兼 央

恥

毎 年の こ とだ が11月 に な る と外 国 の知 人ヘ ク リスマ ス

カー ドを発送 す る季節 に な る。 クリ スチ ヤンで は ない が

1卜賀状 をか ねて 年 に ユ回 御 世 話 に な った知 人 や友 人 とカ

ー トを交換 す るの は楽 しい こ とで あ る ア メリカ での留

学 中や 欧 米旅 行 で!よ印 象 に残 って い る数 々の 想 い出 や 失

敗 が あ る。 あ ま り恥 をさ ら した くな い当然 の 心情 か ら今

想 い だす経 験 の なか で格 好 の悪 くない こ とを と りとめ な

く 酵く こ とにす る.昭 和32年 夏 に留 学 先 の ア メ リカか ら

欧 米へ 行 りた と きの こ と であ る。 ニ コ.一ヨー クの 日 本総

領 事館 で ハ スホ ー トに渡 航 先 を記載 して もらい相iLIの

ビザ をも らってKLM便 で最 初 の..1'a地 の グラス ゴhY

港 に到 看 した。 グラス ゴ ーで 降 りた乗客 はぽ ん の 数人 で

飛 行機 は す ぐアム ステ ル ダムへ 出発 して 行 った 、と ころ

が出 入国 管 理官 は 私 の ハ スホ ー トをみ て 「あな た には イ

ギ リJ,の ビザ が ない の で入 国 は許 ・fできな い」 とい う.

私 は 二.L一 ヨー ケで確 か に ビザ をも ら って い る筈 だ とい

.♪た と ころ 先 方は あ な たの ビザ は香 港 のみ で英 本 国 にな

りて い ない と い う、 よ くみ る と成程 その と お りで あった.

飛 行便 は な い し この空 港 は 旭 川空 港 を 廻 り大 き くした

kう な ロ・一カ ル空港 で ど うしkう も な い。 イギ リ ス頑事

館 で間 違.)て 印 をむ したの だ ろ うな ど とあ れ これ 交渉 し

た が先 方 もな か なか頑 固 で あ った。 し ♪うが ないの で 空

港 ゲー ト外 〔つ ま り野 外)で 一泊 す るか 不法 入 国 者収 容

所 で も1泊 させ て くれ る か と言 った と ころ困 っ た とみ え

て1時 間 ぐ らい待 た せ て特 別 に人R=1を 許 ・丁す るが2週 間

以 ヒ滞 在 しては いけ な い との 条件 で ビザ の印 をお して く

れ た。 や れ やれ と グ ラ スゴー 駅 ま で タク シー、 そ こか ら

汽 車で.エジ ンバ ラへ 行 ・ たc!¥Jは こん な ビザ の 問題 は な

いが当 時 は 相r国 のLザ を 」㌻め もら わな い と 人国 で き な

か一♪た時 代 で あ 一♪た」 昭 和37年5月 ミz_ン ヘ ンで の「lil!,J≦

学 会の と き前 か ら研究 の こ とで 文通 の あ ・)たフ ラハ 大学

il:式には チ ャー ル ス大学)の 教 授 を訪 ね た と きも忘 れ

られ な い,ウ ィー ンか らチ エ コ スロ バキ ア航.空で フ ラハ

へ 行 くf定 で ウ ィー ンにつ いた とこ ろ その航空 便 は中 止

して いた 。汽 弔 な ら2時 間 位 との こ とで ウ ィー ン市街 の

北 に あ る某駅 よ り フラ ハ行 に乗 りこん だ。 この駅 は かっ

てベ ル リ ン、 ワ ル シ ャワ、 フ ラハ 、 ウ ィー ン間 の北 方 オ

リエ ン ト国際 急 行 の 発.着駅 で昔 は華 や か で あ った ら しい

か今 は建物 こ そ壮 厳 で あ るが 閑 散 と して淋 しい場 末の 駅

とい う感 じで あ った、.叡 車内 も3'f7と して お り私の キ ャ

ビ ンの 相客 は ユ人で あ った 。1時 間位 た ち国境 近 くにな

った と思 わ れ ると き空 が暗 くな りはげ しい雨 が降 りだ し

た 相 客 は荷 物 の整 理 を始 め た、、な にげ な くみ る と1つ

の 鞄 の 中昧 は ぽ とん ど缶詰 な どの 食料 品 の よ うで あ コた.,

汽 唯が 小 さな駅 に停 車 した と き相 客 は 私 に この鞄 を 一時

あず か っ て く れな い か とい った。 意味 が 分 りかね て いる

と きチ エ コ スロバ キ ア警察 官 ら しい数 人 が 人 って きて ハ

ス示 一 トの点 検 を始 め た、、問題 も お こ らずつ いた フ ラハ

駅 で 訪 ね よ うと した教授 が に こや か に迎 え に きて くれて

ほ ッ と した。 フ ラハ の 春 の か な り前の こ とでホ テ ル は外

国 人専 用 の ヤ ル タホ テ1レを指 定 された 、、ホ テ ルの カ ウ ン

ター で ハ ス ホ ー トをあず か り出[印専 に返 す とい わ れ たの

には 心細 く参 った、,昭和40年 フ ラ ンス政li;j�〉ア ン ドレ ・

マ ルロ ー文 化 相 の発案 ときくが 日仏 文化 交流 の 環 と して

日 本の 医学 研 究 者 を毎年2'h#d{い て フ ラ ン スの 医学 研 究

施 設 をf一 させ る とい うこ と があ った 私 は フ ラ ンス語

は よ くで きな か ・)たが ち 」一うどその 年6月 に リ オ ンで開

かれ る国 除 学 会が あ った の で応 募 した とこ ろ採 川 に なっ

た 。滞 在期 間3ヵ/1は フ ラ ンス国内 に限 るとの 条件 が あ

り たの で2週 間ぽ ど イギ リ ス、 ドイツ、北 欧 を廻 り フラ

ンスへ 人 っ た。 フ ラ ンス語 が ド/・だ と知 り て か フ ラ ンス

外 務 省 文 化局 の 女性 が オル リー空港 まで きて くれ て外 務

省 へ 連 れ て い っ て くれた、,局長の マ ダム ・ウー マ ン女史

よ り訪 問 先へ の紹 介状 、3ヵ 月の滞 在 費 をま とめ て項 い

た。 当 時 の フラ ン紙 幣の 一rイズが 大 きか った ので ホ ケ ノ

トに入 れ に くか った、,ハ リー では ハ リー 大学 病 院 で あ る

HopialSt.Antoine,Hopitaldelapine,Hopital

Laennec,PasteurInstitute,ハ リー郊 外Villejuif

に あ るInstitutdeCancerで1ヵ 月、 リ オ ンで は学 会

後 に リオ ン大学 病 院 のHopitalr:d.Elliotで1ヵ 月 、マ

ル セー ユ で は マ ルセ ーユ 大学病 院 で1ヵ 月過 しだ 、内 科

関 係 の 外 来病 室 、症 例 検討 会ご;そ生 へ の講 義 、研 究ノ阪況 を

見学 した 。 フラ ン ス医学 界 には 占い しきた りが あっ て勝

rが 違 った が少 しず つ 変 りつ つ あ るこ と も感 じた フラ

ンスの 医 学 部 は入 るのは 容 易 で出 るのは 大 変 き び しい.

パ リー.大学 の医 学 生 は約1万 入 とい っ てい た 文科 系、

基 礎 科 学 系 の所 定 単位 を取 れば 入学 で き る・・1.-211".で

国 家 試験 が あ りExtemの 資格 を と り3・.・4年 後 に 、

Interneの 資格 をと る。 こ こで医 師の 資 格 をlj・え られ る

が 入学 者の 少数 しか 合格 で きない 医 師 に な る条 件 は ど

この 国 で も きび しい こと を痛感 した こと を想 い起 こす

q勾 科学 第=講 ノ孟iを教授/
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謬 禦 鞭

Continuing Education

小野寺 壮 士
口

II°不[153fi三li1カ・ら、5f}{生1よ 臣話1オξ実 皆～1こノ＼る、,4月1こ;、よ、

さ らに新 入 生 を加1えて学 生 数 は60()名 に な る,,昭 和47年 、

開 学以 前 か ら.カリキ コ.ラム糸扁成 に関 係 し、 そのai(/i"をF兆

め て きた もび)と して、 こ の よ うな折 に、臨 床の 立場 か ら、

4t』」なt{.0)、}音イ㌃にも医 響奇iヤ5び)孝文デf〔 ・府窒孝文〒了と・、;11孝III}

に つ い て私 兄 を述 べ る機 会 を与 え られた こ とを 大変 喜 ば

し く思 って』い る..

一般 教 育 課程 の 自然科 学 系 と、 人 文科 学 系 の ・1'll/の科

【[は、医 学 そ の もの と密 手妾な関係 力fある..初 め に これ を

会得 しなけ れ ば'、E草門 課程 に入 るこ とは困 難.であ る。 こ

れ らのfiN目{よf更宜 ヒliberalartsと して一 ・舟窒孝文fj▽)L「六1

に とどめ られ ては い るが、 広 い意 味 では医 ゴ1そその 書,のの

.一肖∬て='涛)るとし、っ て一自♪、よζし》。

・方
、 人 文科 掌 系 の 大部 分 や語 学 系 な どの科 目は 、医

学教 育 と直接 の 関連:よ少 ない よ うにみ え る。

外 匡1語教 育 を1列に とろ う..非 母匡1語に よ る,意志 の疎 通

とい うこと は 目的 とい うよ りむ しろ.・つ の 手段 と い うべ

きで あ って、 本来 は 、 その 国 の 、 その国 民 へ の理 解 を助

長 し、 思 考の 多様性 の 存 在 を感1.1}し、 そ れ を自国 の認 識

・.＼feedbackす るた めの もの で あ ろ う、.、先進 国 にお い 『..⊂

らよ、[タミ'1弛孝文ffもよ 一1,〔5正:kLl言吾『で噛尊峯足 り るv)カご喜『}垣『ξ'ある⊂、

た しかに外 匡1語は1亘要てトあ るが、 高 度 な外 匡i占吾教 育 が医

ド1∫=のド弛習 に'Z・三貞と い うわけ で'もな い
。 い くつ かの!ipでヒ白勺

学 術 用語 は 、 外 匡i語とい うよ り符 」'と考 えた方 が よ い く

らい で』あ る、.従 って、 医 学 教 育 その ものの た めの 外国 語

と し、.う.kりも、しにし}矢ロfi`/a川糸東0)・ 剖5と して一、 あ る日芋其目1こ

必 須な もの と 考え た方 が よ い。 必 要な 者ぱ さら にそ の能

力 を磨 けば.よいの ゴ(トあ る..

人 文'科学 は 、精 神 的存 在 と して の 人閤 そ の もの の深 い

理 解 を目的 とす るrlび)で あ る か ら、医 学 が 人間 を対.象と

す る以 ヒ、 他 の 自然 科 学 を学 ぶ もの と 多少異 な り、 その

習 得 は 、医 学 に携 わ る もの に とっ ては 重.要な意味 を1戸

て い る、,

r隔広 い視野 と包括r内 な理 解 力は 、 専門的 な分9!i一で'0.),1ど、

考 を深 くす る。 そ して 、 」草門 化 に よ る欠陥 と 目 され る.よ

うな 嘱態 を し りぞけ るこ と に なろ う、.しか し、 この こ と

は 大FΣ診の 一般 教f/�)か か え る課題 と い うよ り も、 む しろ

個 人の 生涯 に また が る 課題 で'ある ・般教 育 で は、 この

よ うな広1凡な継 続的 学 習 の緒 をつ か む こと が、 基 本r句な

目的 と なる。

・舟窒孝文デゴと.正草IHj孝女デfの「瑚ヌ皇は 、/II白勺人{1に とっ『(一のilk

糸売白勺「11≒碧?び)'」≧二・要'1噛'f三(ノ)言忍轟哉と し・.)11:adlび)Ili由を もっ.(「才∫り、

.畠 方 が よ り 包 括 的 で「あ り
、 他 方 は よ り細 分 化 し て 特 定 分

野 を指 向 す る も の と 班埆『{すべ き で'あ 一ノて 、 学 問v)分 野 か

らみ た 相 圧関 連 の 粗 密 に こ だ わ る べ き で は な い.、

17季.交を糸冬え た レ/ズ ノレぴ);=のf矢 斗そ{k見 、1依ミr}巾崔見1よ身ζイ・ト

で'あ っ て 、 ま れ に は 大 学 を 職 業 訓 練1}斤と しか 見 か ね な い 、

そ し て 、 最 少 の 努 力 で'ト う じ て こ れ を通 過 し 仁 う とす る

もび)も 計`「」呈見rポ る 、,こ 孝1ら び)藩くb文身κな 、{忍r;哉1よ、 べ,カこて一ノきliこ

さ れ 、 専 門 課 程 を経 『ξ卒 業 す る こ と に な る、,成 熟 し た 医

自巾勧還よ、 ・舟「芝孝父育 の 眞と1∫{:甲で'形 成'さ れ る わ け で津、な く 、 ま

た そ れ は 無 理 な こ と で.も あ る、、 重 要 な.二 と は 、 そ れ ぞ れ

び)ラ〉Ψf;こ 重」1し、..C(ノ)イく1和「び)rlLL'噛1∫:i↓Fl.二そ 気邑ナ舌ri勺な ズ5:ll/1ミて=て/)

入 間 の 形 成 を た.1'け 、 そ し.(「そ の よ う な ノ1!三本 的 な 態 度 が

や が て 医 学 の らゴ=習のi,k果 を 高 ム')る と い)ll忍 、:哉で あ る..

・舟乏孝父で」くて='斗な㌃↓二'び)皆1・1』貫 を行窪 、圏五.(㍗き ・な カ・.、北二もしノ)カ≡
、 「il】

様 に 基 礎 医 学 に ト分 の 興 昧 を示 さ.!`.、 結 果 と し.C臨 床1展

学 を 極 こわ.ぐi<411(r'/に と ら え る と い う欠 陥 が す で'に ・部 に

匹liI「で き て い る 、.・.1'Crziiと い う こ二と1ご は 、.二 び).」.:、)に、

ド」七'柱
、i音才ヤ.プ)自〔「1二厚建;ナ『ぐ く る 彩斤し し㌔つ}・騨i㌦に二才ゴけ る 季貞f・亟rl〕刀ユ

♪1～.とい うlrσで'、 ・貫 し た ド芦皆ほ産1愛 を1.'!IIIと し.⊂ 初」め て1,k疏

一1ーる こ と を学 生
,渚君:よ 、認1識 す べ き で'あ り 、 舟芝教 でfに 医

"弛 の 景多が よ}パ 農 く手受ぜ ら れ て い る こ と が 望 ま し い と い)

よ う な 短 絡 臼勺な 解 釈 に 陥 ・ノ..(は な ら な い 』さ ち な け れ ば 、

こ 一.貫し て い る
こ の1よ 、こ極 め て 不 適 当 な 学 習 態1だ け こ

と い う こ と1こ な り か ね な い.こ し1)よ う な覚態ノ愛σ)う ゐ・か わ

れ る 学 生 が 、 医'』1そY、[矢1「;iiiに求 め ら れ る 、continuing

education生 涯 に1〔 る 自LF;∫=習 を1t.).(='き る ぢし/)と

,FYえ ら れ ず 、 社 会 の 要請 す る 医 臼li}像か ら遥 か に へ だ た

る こ と に な る..

人 慣1十生 と`lfL哉手芝休「は と も に し らよしば11に さ れ る..二と は1

で'あ る が 、humaneな,1'惹 識1よrlLLを 不1析 の 学 習 へ,Lニ1誘.)

は ず1で あ る。 こ の=つ の こ と を 併 列 概 念 と し て ヒ ら え る

の は 誤 っ た こ と で あ る.融 合 合 体 して い るべ きk,の で あ

ろ う ψ い わ ゆ る 人 間 的 に い い と い わ れ て い て も、 医 学 の

学 習 が 不1'分 で あ り 、 しか も依 然 医 学i'1=llに在 籍 し て い た

い と い う学 生 が あ れ ば 、 ま こ と に理 解 に 呂丈 む こ と で あ

り..ご、 将 来 社 会 に迷 惑 を か け る こ と は 必 定 で あ るか ら 、

よ く 一考 え て も ら い た い も の で あ る.、

〔鱗写5ご 髭f卜1舌flこ郵じli、1人1不斗学 ㌶㌧III`}'AIA孝 父'受)
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旭 川 医 科 大 学 談 話 会
第32回 、 第33回 、 第34回 の 旭 川 医 科 ノく学 談 話 会 は 、 そ

だし'を"才しli乍f卜911281i/ノkl、1(.)IllgIil刀 くノ、ll月16Ei

(ノ1く}1こ♪欠び)と お1り そ∫=1,,オt:董し ノこ.,

な 季、・掛5で}{二、よ り,a;32【 口L}炎1㍉㌃≦でび)ノ亡床ぺ酉㌍'ヨ身占.薄ヒk且力孝文手受、

a:端 範 名 氏 の 講 演 「人lli呼1吸 器 か ら の 離 脱1<<eaning)

の 指 標 に っ い て の 最 近 のY,『え 方 」 は 割 愛 し、 第34回 談 話

会 の 皮 膚 科 学 葺1朝《助 教 授 、 水 元 俊 裕 氏 に よ る講 演 「最 近

経.験 した ド腿 潰 瘍 の 数f列 か ら 」 は 次 号 に掲 載 し ます...、

ヒ'」なfLF;果,

第32回 談話会 昭和52年9月28日 開催■

咳とクシャミと鼻をかむこと

海 野 徳.二

気道 に は 種 々の 防 禦 揺墜構 がf動 い て い る.、 咳 や く し ゃ み

は 、 入.、 て き た 異 物 や 過 剰 な 分1'必牛勿を 体 外 に守非泄 す る 防

禦 反 応 で あ る し、 鼻 を か む こ と に も似 た よ.)な 作 用 が あ

る...そ し て 、.二 れ ら は す べ て 或 る 看ε丑の 強 制 ロ乎気 で 誇)る と

い)共 通 点 が あ る,.呼 気 に は 面 自 い 特 徴 が あ る.⊃ こ れ は

或 る 人 の 或.5肺1ノ ・r空気 疑 の 際 に 出 し得 る 最 大速 度 は 決 コ

て い る とい う 二 と で'あ る.、 息 をローLき 出 す 場 で}に 、f列 え ば

肺 の 中 の 空 気 σ)IIヒが.14と い.),・∴i、に 目 をつ け て 、 そ の ∴[、f、

を通 過 す る 際 の 呼 気 流 速 を1則 定 し て み る,.ゆ っ く りflrき

rllIIせば ス1'一 一 ト1'も遅 い.少 しず』っ 力 を入 れ て い く と 、 少

しず』つ 速 くな る 、 し か し、 或 る点 を 越 え る と そ れ 以 ヒは

い く ら 力 を 入 れ て 削速 く な ら な い こ と が 分 か る一 そ し て 、

こび)f戊ノ<遜三戸愛1よ.」1市0)lllびプ桑{～t¢ノ)i達力ご多い 科{ノくき くな っ て

い る 一 咳 や く し ゃ み の 記 録 を と.プCみ る と 、 始.ま る 前 に

ノくき く,1自1、をu/xい 三△ん.で'1.、る カご、/,ヒ ー ドを ノくき く し て ま非

泄 を 良(す る た め に は 不 吋 欠 の 準flll'}とな る わけ で あ る。.

[咳の 動 作 を 分 科トす る と 、 先 ず 息 を吸 い 込 む 吸 入 期 が あ

り、 〉欠に1[・F気[劾f乍力£1走≦」こ ・ノて,1陶y;:よ1:a'宿 さ れ る が1声f"iカ ぐ

1劉 じ.(「い る た め に 実 隅モに は 息 が 殆 ん と'馳出 な い 圧 系宿期 と 続

き 、 最 後 に 突 然 剤Iliが 開 い て 瞬 間(1"Jに ス ピ ー ドが 最 大 に

達.1'.り1】」㍉llll斯]とな る 、 しか し 、til:の 【i1には 叶実露i4断な どの

た め に 喉 頭 を摘 出 し て し.圭 っ て 気 管 口 で噛[呼吸 しな け れ ば

な ら な い 人 た ち ち い る.こ の 仁 う な 人 た ち は 声 門 が な い

か ら圧 縮 期 の な い 咳 と な り 、1司 じ.よ う に 力 を 入 れ て もIE

常 人 の 圭二.)な ス ピ ー ドは 得 ら れ な い...、

1咳 は ス ヒ..ド 以 外 に`、 う ・つ の 排 泄 機 序 を持 って い る、,

squeeze現 象 で あ 今、 気 ∫1『支 鏡 検 査 の 際;二 分 泌 物 が 多 く

.C所 兄 が 得 られ な い
.二と が あ る..こ の.よ う な 場 合 に 分 泌

物 を 一日」吸 引 して し ま り て も、 も う.・ 度 咳 を さ れ る と 末

梢 気 道 か ら分 泌 物 が 再 び搾 り出 さ れ て 、 見 え な く な っ て

し ま う こ と を 指 し て い る こ の こtussivesqueeze"カf

起 こ る の は 圧 縮 川 と 、 呼 出 川 で は 肺 の 中 の 空 気 が 少 な く

な り て残 気量 に近 づ い た時 期 で あ る,,喉 頭摘 出 者で は ス

ピー ドで 亡、ス ク イー ズで も正 常 人看.」己効 率 の良 い咳 は で き

な い か ら、 術後 の呼吸 管 理 には 力 を 入れ るべ きで』あ るc.

放 り て お く と ド気道 の閉 塞性 病 変へ と発展 して い くこ と

が 多い、,私は 、「.咳をす る場 合1二は、 ノくき く息 をロ及コ て無

1】1}に力 を入 れ 〒ザに数Il1D里糸ヶ1こしてa亥を し、llli∫じ1.)rPの'空気 左'

す り か り吐 き出す 、ような気持 で'する と良 い」 と指導 して

い る。

く しゃみ も驚 く程咳 と似 て い る。.llL亡来 、咳 は ド気道 か

ら、 く しゃみ は鼻 腔 か らの_≪:物排 除 と考 え ら れ る節 が あ

り た.、:、く し:・み に も吸 入期 、圧 縮 期 、呼 出期 が あ るが 、

圧 縮 期 の 気道 閉 塞 の 部/・i.r:は'1'9:IIYRと記 戴 され て い る、.確

か に軟 口蓋 で も閉 鍵{は起 こ るが 、 く し.:・み の あの瞬 間的

な ス ピー ドの た め には も一,と強 い閉 塞 が 必 要 で、 そ れ は

矢張 り声 門 に違 いな い と考 えて い る、.、咳 も く しや み もi

門 で閉 塞 が起 こ ・り..ζrいる とす れ ば、 声 ドi!の閉 釘暦幾手1「奪と 手、

密 接 なつ なが りをよ㌻一)てく るこ とは 明 らか で'ある。

最 初 に述 べ た よ うに 、u'!xlで 出 し得 る最 大速 度 は 人 に

よ っ て決 まっ て居 り、速 度 を増 す た め に は肺 内 の空 気 を

大 き くす る必 要 が ある,最 大の吸 気 位 か ジ)最た 発 力の呼

会気、をさせ 、L:UIL.1羨を杖電車由{こU:UIL速を宗f症車由;二と一♪『ぐ手i皆7う・せ たlfll

線 を最 大FV曲 線 と呼 び、呼 吸 機 能 検 査 に よ く用 い る,,

この 最 大FV曲 線 は肺 内 .空気 疑 とlllし 得 る最 大呼 気速 度.

と の関 係 をよ く表わ して い るか らで'あ る。.今、或 る 人の

最 大FV曲 線 を測'定 して お き 、咳 や くしゃみ で もFV曲 糸牙1

を描 か せ ると後 者は殆 ん ど最 大FV曲 糸泉の枠 の 内 に お さ

ま 一ノて し ま う.乏易竹三は 女・1生よ り も最 ノくFV曲mssは ノくきい

か ら、咳 や くし・1みも大 体.f//の人の 方が 大きい ことになる、,

鼻 をか む こ と も ・種 のμ肇気 で あ る、.日.本人の 多 く:よ ・

f貝11'ゴ♂.)カ、ζノ㌔二.,瞳})♂)上蔓し】方 を手珂J乏≧尋1しよ噛ロ乎会て叡よ3由}):こくし、

側 を通 ら ざる を得 ず 、 その側 の 分 泌物 をかみ 出 す の に 合

理 白勺で'ある、、そ して 鼻 をか む と い う目的 の 呼 気 に 善,ド気

道 の 分 泌物 排 泄 効 果 善.、あ る、.、耳 へ の 影響 は あ ま りYえ な

くと も上蔓し」し 「プァ/レヒi卜1レ「プ・7・2」…と1巨1じよ う'な♪iノぐ頁巨長1こな る

か らL.{1耳腔 に空 気 力f'送られ て対よく るが 、t{に は 耳の 「ヲ」禦

機 構 が あ っ て、 決 し..ぐ簡 単 に中 耳 炎 を起 した りは しな い.

さ て、 どの よ うな鼻.のかみ 方 が.isrな かみ 方 なの で あ ろ

うか、.こ こ まで 読 んで 来 られたt;は 既 に お分 か りに な っ

た 筈 で あ 急,ど ん な かみ 方か を各 自r-,え てい た だ き た い

〔上ギ・チ11Lli因喉 手斗避}ごRNs['十'=孝文圭受)

.第33回談話会 昭和52年10月19日 開催■一一

血液の保存

凍結保存

と くに

につ い て

関 口 定 美

は じめ に;輸 血 の 発展 は.血液一型の 解 明 と血 液 保 存法 び.)

進 歩 に よ る とい って も過 言 で は な い.、.、.do液の 保 存 は過.去

30f卜抗 凝 固 剤 と してACD液(acidcitratedextrose
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solution)を 添 加iし1げCに 保 存す るの が最 良(r)ノJitと し

て 一般 化 され てい た しか し血 液 は 保存 中 に最 も多 く存

在す る細 胞 成分 ゴζトあ る赤血 球 は糖 を消 費 し、老 化 し、凝

固因rの 不rfi'1"1=化とと も に血 液 の 性状 を大い に 変化 させ

て しま う、..1一な わ ちAcD液4℃ 保 存 で は その 有効 期 限は

え週 間 と され て い る.最 近 に お け る医療 技 術 の進歩 は輸

血 川血液 の".r.'91を飛躍 的 に増 大 させ て い るが、 保 存法 の

改 良 に より良 質の[1[1液を 大 ㌧匙に貯 蔵 す る こ とが急 務 と考

えられ る、.ここで はI/iL液の 保存 、 と くに凍 結保 存 につ い

て紹 介 し、 誘演 の 責任 をは た した い と思 う。

血 液 の保 存 に伴 う変化;生 化 学 的性 状 の 変化 、 赤血 球

形 態 、赤da球 機 能 の 変化 、凝 固 因 子活 性 の 低 ド、 微小 凝

塊 の増 加 な どが ヒげ られ る。赤 血 球 はEmden-Meyerhof

回路 に よ る解 糖 作 用 か ら乳酸 を生 成 し、血 液 は 酸性 と な

ると とも に老化 によ る溶並Lの ため血 漿 中 の血 色 素 量、 カ

リウム 疑は増 加 す る、、赤1frL球はdisc状 か ら金平 糖状 と な

り、遂 には'}ろ滑 球状 と な って酸 素運 搬 能 は消 失 して しまう。

また保 存 とと も にATP値 、2-3DPG値 は減 少 し、輸 血 後

のlnL球生存 期間 は短 縮 す る。 さ ら に酸 素 解離 曲線 は左 に

移 動 、P50値 は 低 ドし、16L球 機 能 は 低 ドす る。凝 固因 子 で

は血小 板機 能 が 菩 しく減 少 し、第 ～[t]f、 第IID因子 も漸

次 低 ドす る、、 方 溶 血 した 血球 、 血小 板 は 形成 され た ブ

イブ リ ンとと もに 微小 凝塊 を作 り、 大量 輸 血L後の肺 合 併

症 の原 因 とも な る、、この 様 に血 液 は保 存 とと もに 質 をか

え臨 床的 には極 め て 不利 な 条件 を作 る こ とと な る。

保 存 期 間 を延長 させ る こ ころ み;/iま で抗 凝 固 剤の 改

良、添 加物 、保存 容 器 の改 良 がLと して 行 な われ て きた 。

す なわ ちACDに か え燐 酸 塩 を加 えたCPD液(citrate

phosphatedextrosesolution)をNlい る こと によ り少

くともACD液.よ りは1週1111保 存 期 間 を延 長 し うる し、

Inosine,Adenineを 添 加 して も同 様 の効 果が得 られ る、,

また保 存 容fを ガ ラス びん か らplasticbagに か える こ

と によ って も或 る程 度 の 効 果 がみ られて い る。 しか し こ

の様 な改 良 では 限 界 が あ り'卜永 久H勺あ るい は永 久保 存 と

い うこ とは出 来な い,,こ の ため には1(IL球び)代謝 を完 全 に

ih<d.さ せ る冷凍 保 存 が 最 も 有効 で あ る と 考え られ る。現

在 の と ころ血 液 の非 有形成 分で あ るda漿 の保存 につ い て

は大 きな 問題 は な い と され てい る。 した が って 有 形成 分

で ある赤da球 、白血球 、血小 板 の冷 凍 保存 が 可能 に な る と

血 液の 永 久保存 は夢 で は な くな る わ けで あ る。1`ll(/[球、

血 小板 のflift保 存 は 解凍 後 び)機能 に尚 問題 が残 きれ て い

るので 、以 ド赤da球 の冷 凍 保存 につ いての べ てみ たいJ

赤血 球 の冷 凍 保存;赤 ⊥fa球をその まま凍 結 させ る とす

べ てrSdnし 、破 壊 され て しま う。 凍 結 に よ る破 壊 を防」r.

す る には グリセ ロー ルの 様 な凍 結 防 止剤 を使用 しなけ れ

ば な らな い。 す なわ ち グリセ ロ ー ルに よ って細 胞 内凍 結

に よ る電 解 質濃縮 を防止 し、破 壊 を もた ら さな い とす る

もので あ る,,現 在 実 用化 され て い る冷 凍 法 は 高 グリセ ロ

ー ル緩 速 冷凍 法 と低 グ リセ ロー ル急速 冷 凍 法 が あ るが、

前 者は79%グ リセ ロー ル を添加 し一ao°cに て保 存 するも
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の で あ り、 後 者は28%グ リセ ロー ル添 加 し、 一]96℃ の

液体 窒 素中 に保存 す るもの で あ る,,い ず れ も解凍 後 は添

hllした グ リセ ロー ル を除 かね ば 、輸daす るこ と が出 イな

い が 、緩 速 法 では糖 によ る ・r逆的凝 集 法 と連 続 遠 沈 法 が、

急速 法 では 反 復遠 沈 法 が 用 い られ て い る,冷 凍 赤ゴ且球 に

は 長期 保 存 に よ る効 果の他 、 グリセ ロー ル除 去 の た め行

う洗1條 に よ る効 果 も あ り、 と くに 自血 球 、血 小 板抗 体 に

よ る発 熱 、 輸血 後 肝 炎の 防止 に良好 な成績 が得 られ て い

る。 わ がL}1に おけ る冷 凍 血 液 使 用 は ぽん の端 緒 につ い た

ば か りで あ るが アメ リカ、 マ サ チ ュー セ ッツ州 で は 輸lnL

の25%が 冷 凍血 液 に より て な され て い る。

前述 の冷 凍1血液 は、 解凍 後 の操 作 が煩 雑 で あ るが 、凍

害 防 止剤 を生 体輪iモ ロr能な物 質 に か え るか 全 く使 用 しな

い場 合 は その操 作 を省略 す る こと がで きる。 この場 合 は
、

非常 に大 きな冷却速度が必要なため1血1液を小粒f状 に し

て凍 結 させ ね ば な らな

い。 最近 この 方法 を応

用 したゴrL液微 粒凍 結 装

置 を開発 し、臨 床 応用

の た め の基 礎 的研 究 を

行 って い る が最後 に 吾

者 が・考案 した本 装 置 を

紹 介 し、稿 を終 え る、,

〔外科 学 第=爵ll卜1二1

助 教 授)

第34回 談 話会 昭 和52年11月16日 開 催 ■

小 児 の 視 機 能

酒 井 忠 一

r供 の視 機 能 は ぽ ぼ、5・6才 で完 成 さ れ るが 、 その 間

に視 的 条件 づ けがY"i;さ れ るとその 発育 が阻 止 され 易 く、

この時 代 の眼 科 的∫詮:理がf・供 の将 来の 視機 能 を決 め る鍵

を握 って い る.、乳幼 児の 視覚 が良 くな い こ とは眼球 の 大

き さ、網 膜 細 胞 の 未 分化 、視 覚 中枢 に おけ る髄 鞘 化 の 表

完 成 な どか ら推 定 され る。 新 生 児 のERGは 多くは 消 失

型 も し くは弱 い 桿体 型 で あ り、VEPは 半数 に認 め るが

非 定 型的 な もの で 、 その潜 時 は 非常 に長 い。 この こ とは

網膜 機 能 や 視 路 が 木発達 で あ る こと を示 す 反 面、 あ る程

度 は網 膜 に も視 中枢 に も伝 え られ る もの が あ る こ と を示

す 。 生後1か 月 で はERGは まだ は 一♪き り した波 型 で な

く、VEPは この頃 を境 と して その 潜 時 が急 激 に短 縮 し

て未 る。 視 力は 点視 力で0.0ユ ‐o.ozと 推 定 されて い る。

日常 に は色 、 光 を凝 視 し、 追 従 動作 がみ られ るが 、 これ

が 意識 の レベ ルで把 握 して い るか ど うか は 別 として 、 少

な く とも固 視 反射 が起 こっ て 来つ つ あ る こと を意味 す る、、

5～6か 月 に なる と黄斑 部 が完 成 して 、 こ 二に優 位性 が



認 め られ るよ うに な り、 そ の結 果 中 心窩 調整 が行 わ れ る

よ うに な り[胡視 が成 一航す る,,

試 視 力表 を使 え る のはk体4才 か らであ るが、 や り方

に よっ てぱ3才 児 で もr能 で あ る。 この 時 期 は字 づ ま り

視 力表 を用 い ての検 査は適 当 では な い。 集 合視 標 の中 か

ら 一つ を選 ん で読 み と る こと は、 周 りの視 標 によ っ て視

覚 の場 が乱 され て容 易で な い こ と が 多い か らであ る。 そ

こで幼 年 者 では 大脳 皮 質 の 関 与す る要素 を少 な くす る た

め に、視 角 をも とに した単 一視 標 によ る視 力測 定 が行 わ

れ る。3・4才 児 で は字 ひ とつ視 力が字 づ ま り視 力よ り優

れて い る が、5kに な る と両 者の値 が ほぼ 、.致 す る よ

うにな り、 こ こで幼 年 型視 覚 の 域 を脱 した と見 るこ と が

出 来 る、、

他 の視機 能 で は 、生 後6か 月で 融像 反 射 や調 節 反射 が

始 ま り、 両眼 の 中心 窩 で 単 一視 した時 に最 も鮮 明 で あ る

こ との学 習 に よ り両 眼 視 が発達 して 、生 後1～2年 位 で

大体固 定 した もの に な り、6～8才 の間 で完 成 す る。

これ らの幼 い視機 能 は 最初 に も述 ぺ たよ うに障害 因f

が存 在す る と容 易 に抑 制 が起 きた り、 成 、k途中 の反 射 部

分 が消 去 された り、或 いは異 常 な 反射 が起 こって 、 い わ

ゆ る斜 視 、弱 視 と な りう る,、この弱 視 の症状 は、 まず視

力障害 で 、 その 特徴 は 形態 覚 の 関 与 す る こと が 多い程 、

視 標 の間 隔 を接 近 させ る程 視認 が困 難 とな り、 低 照度 視

力は健 常眼 の よ うに低 ドしな いな どの傾 向 がみ られ る。

固 視 異常 では 固 視欠 如 や偏 心 固 視 が み られ 、視 覚失 調 、

Agnosieに 類 似 す る所 兄が証 明 され る。 又 、固 視の 動 揺

があ り、EOGで 粗 い反揆 運 動 が 随所 にみ られ るワ 両 眼

視 異常 は斜 視 によ って 起 こ った 複 視或 いは 混乱 視 を消 失

きせ るた め に抑 制 と い う 丁段 によ って 斜視 眼 よ りの 像 を

除 こ うと した り、 異常 対応 とい う手 段 で両 眼 を共 に使 用

しよ うとす る適 尻5が起 きる

この 共うにしC-lliciiの 停[ヒした もの、或 るいは 発育 しな

かりた視機能 の/Ll/の 遅 れを取 り戻 して成 人型 視覚 にもって い

こ うとす るの が弱 視 治 療の 目的 で あ るが 、 その 限 界年 令

は ほ1ゴ5お とい われ て いる.ま ずPleopticsに よ りて 視

力 を向Lさ せ 、次 にぐ)rth・pticsに よって 「而眼 視機 能 を正

常化 させ る 即 ち視 力障 害 、 眼位 異 常 、対 応異 常 、抑 制

など を矯 正 して か ら、i司時 視 、融 像 、 立体 視 など高 い次

元 の機能 獲 得 の ため の 訓練 が行 わ れ る.こ れ らの治療 は

綿密 な治療 計μ1;1によ らな けれ ば な らず 、 そのE対 象 が殆

ん ど5求 以 ドの幼 児 で あ るた め に、 とて も 日常の 診 療 の

合間 に医 師 だ け でや れ る とい う性 格 の もの で は な く、 ど

う して 手り視能 訓 練Lが 必 要に な って くるし

これ か らの 斜視弱 視 の 治療 に 視能 訓 練 士 な しでは 不可

能 で ある と さえ云 わ れ て い る。 ち なみ に、 我 が国 で は昭

和46年 に視能 訓練 卜法 が施/l=さ れて 、現 在約500名 近 く

の訓練1二が活 躍 して お り、 養 成機 関 と して は国 立 小 児病

院 附属 と国"/:大1錫i病院 附 属 の 視能 訓練 学 院 が あ って受験

資格 は短 大 卒 、修 業 年限 は1年 で あ る。

III艮科 学 講座 助 教授)

鍔撫轟購 究轟室謬紹婁介 ・.

■ 生 理 学第 一 講 座 ■

教 室 の研 究 活 動 は一一貫 して 、生 体 の温 熱 適 応 の 代謝 とその

内 分泌 性 機 構 の 解 明 に向 け られ て お り、電 気 生 理 学 ・セ流

の 日本 の 生 理 学研 究 室 の 中 で、数 少 ない この 方面 の研 究

室 の… つ であ る。 教 室 員 は温 熱適 応能 力の解 明 こ そ、 我

々 の生 存 能 力の究 明 に とって 重 要 な手 がか り を与 えて く

れ るに違 いな い と期 待 して、 日夜研 究 に励 ん で い る、、黒

島 教授 は、 本 年度 ノー ベ ル医 学 生理 学 賞 受賞 者 シャー リ

ー博 士 の も とで研 鐵 を積 んだ 内 分泌 学 を基 盤 と して 、 寒

冷 適 応 の 研 究 に進 み 、 最近 は暑 熱 適 応 に もTを 伸 ば し、温

度適 応 全般 に お け る機 序 の 解 明 を意 図 して い る。 最 近 、

寒冷 ・暑 熱 適 応 に お いて グル カゴ ンが物 質代 謝 を介 して

重 要 な役 割 を果 してい るこ と を明 ら か に して 、 この 方 而

に お け る新 しい知 見 を加 えた、,土居 助 教授 は こ れ らの研

究 に参 加 す ると と もに 、寒冷 適 応 の 生 後 発達 に関 心 を も

ち、幼 若 期 の寒 冷 経験 の意 義 を明 らか に した。 つ づ い て

そ の機 序 を追求 して い る。 八幡 助}は 、 寒冷 適 応 の組 織

レベ ルで の 検討 を行 っ て い る。 特 に骨 格筋 、内 分 泌腺 の

組 織 ・細 胞 学的 研 究 に よ り、寒 冷 適 応 にみ ら れ る代謝 内

分泌 機 能 の 形態 学 的 基盤 を追求 してい る。 倉橋 助}は 、

生化 学 的 側 面 か ら温熱 適 応 の機 構 を検討 して い る。特 に

甲状 腺 ホ ルモ ンの産熱 作 用 及 び寒 冷適 応 に特 異 的 な非 ふ

る え産 熱 の機 構 にお け る、 筋 肉 ク レア チ ン代 謝 系 の 役割

に つ いて 新 知 見 を得 た。 また 、寒 冷適 応 に よ る カテ コー

ル ア ミン感 受性 冗進 の機 序 につ い て、細 胞 膜 レベ ル での

研 究 を進 め て い る。 きら に協同 研 究 者 と して、 北 海道 教

育 大 の 大野 都 美恵助 教 授 が参加 し、主 と して栄 養 生理 学

の 立場 か ら、 栄 養 要因 と適 応 能 力、寒 暑 適 応時 の脂 質 代

謝 につ い て研 究 を行 って い る。 橋 本事 務 官 は誠 に手 際 よ

くテ キ パ キ と事務 を処理 し、教 授 以 ド全 ス タ ッ フの 信頼

は 厚 い。 教 室 の ア カデ ミッ クな 行事 と して は 、毎 週 月曜

日の セ ミナ ー 、毎 月第2・i;4木 曜 日の コロ キ ウ ム、 毎

月1回 の デ ー タ検討 会 を行 って いる。 特 に コロ キ ウム に

は 、他 教 室 の ス タ ッフ、学 生 の 方 々の 参 加 を教 室 員 ・同

強 く希 望 して い る。

〔f:h;〕
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第2回 講 演 会
昭 和52年 度 講註Fl会は 、 κ 卜嵐 こ郎札 幌 ノく学 女r短 期 大

学 部教授 及 び林 自 言北 見 文化連 盟 会 長 を講 師 に迎 えて、

去 るユUl9目(水/ノ ト後1時 か ら臨 床第3講 義 室 で 開催

され ま した。 互 卜嵐 講 師iよ、北 海道 にお け る 方言 分 布 と

共 通語 の成 似 こつ い て、林 講 師 は 、戦 後 の怪 事 件 に おけ

る人権 の擁i護につ いて講 演 し参 会 者は 熱心 に聞 き人 って

い ま した,.〔 学 生 課)

第1回 映 画 会
第1【 「1i映[ihlは、]11117E1〔 木)午 後5時15分 か ら臨

床 第1講 義室 て旨1ゴ)れ ま した.、筋 ジ ス トロ フ ィ患 者 が 自

ら製作 した 「}ド椅fの1貿 角 と 貧困 と人 種 差別 に喘 ぐ ロ

ン ドンの 貧民 街 イ… ス トエ ン ドを舞台 に した 「い つ も心

に太陽 を」の2本 が ヒ映 され、 約120名 の学 生 ・教 職 員

か鑑 賞 しま した が 、 ヒ映 後 の ア ンケ ー トで は、 今後 と も

この よ うな機 会の 増 加 を望 む声 が 多 く出 され ま した。

(学 生 課)

一段 と充 実 附属病院
51年 ユ1月、地域 住民 の 大 きな期 待 の も と にオ ー 一ノン 〔、

た 本学 附属 病 院 は 、 早や1ヵ 年 を経 た。

多 くの面 で 片肺 飛 行 で ス ター トした病 院 も、完 成 にむ

か っ て 徐 々 に充実 されて きて い る。

例 え ば、327床 で スター トした 病 床は 、 その後52年3月

に はR・1病 床10床 が増 設 され 、53年1月 には 一一般 病 床120

床 が増 床 とな り、 計457床/イ ンキ ュベー ター2を 含 む)の

大病 院 とな る。53f卜 度 には 、 計画 全体 の600床 が完 成する

∫㌻定ーで あ る。

まだ 、脳 神 経 外科 が53年3月 には診 療 開始 す るr定 で

あ り、 これ で 爵定 され た17診 療 科 が 全 部揃 うこ と に な り

名実 と もに総 合 病院 と して の態 勢 を整 え る、,さ ら に、近

代 医療 に欠 く こ とので きな いR・1治 療 の ・環 と して 、52へ

年7rlに は コ バル ト60に よ る治 療 がは じま り、53年311

には ラ イナ ッ ク治療 を開始 す るこ と に な一)てい る。

こ う して 、[総 合 的 な診 療 と臨 床教 育及 び研 究」 に資

す る こ と を使 命 とす る本 学 附属 病 院 は 、 その 使 命 を全 う

す べ く、 着 々 と その完 成 をll指 して い る。(庶 務 課)
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■ モス ク ワ大 学 とボ リシ ョ イ劇場 ■

モ ス クワ を代 表す る達 築 と して は モス クワ大学 とポ リ

シ ー{イ劇場 が あ げ られ る。 市 の 中心 か ら郊 外へ と伸 び る

レーニ ン大通 りに沿 っ て 車 を走 らせ 、 ガガー リ ン広場 を

右 に行 くと ス ター リ ン建築 様式 の 代 表 で あ るモ ス ク ワ大

学 が眼 前 にそ の偉 容 を現 わしてくる、,暗雲 がモ ス クワ市街

を覆 っ てい る冬期 間 しば しば 建物 のL半 部 は雲 の 中 に穏

され る.、

ス ター一リ ンがその 匡i威 をか けて 建 設 した と 言わ れ るだ

け あっ て、 その 立地 条件 は ま こ とに優 れて い る。 大学 は

小 高 い 丘の ヒにあ り、 正門 の 前に は 手入 れの 良 くゆ き と

どい た庭 が数 百メ ー トルに 亘 って続 き、松 国白樺 ・リ ン

ゴの樹 々が植 えこ まれ 、匹1季 それ ぞ れの鮮 や か な色 彩 を

そえ てい る,,す ぐその眼 ドには モ ス クワ河 が流 れ、 その

先 に モ ス クワ オ リ ンピ ッ クのn会 場 とな る レー ニ ン ス タ

ジア ムが 見 え る、,七 ス クワ 大学 は い わば 市中'じ・部 を脾目児

し『(Pし、る、,

帝 政時 代 の ロ シ ア を代/乏す る国 章 は 東西 を向 く双頭 の

鷲 で あ る。 その 国 章の 通 り、 ソ連 の領 土 は 西 は レニ ン ク

ラー ドで 大西 洋 に、 東は ウ ラ ジ オス トッ クで 太'F洋 へ と

拡 が 衝 、モ ス ク ワ大学 もまた 双 頭の 鷲 の よ うに左 右 対称

的 に建 築 され 、 その 中 心 部の 項 一Lには 赤 い 星 が輝 い て い

る、、内 部へ の 外 来 者の 、11:入りは 特別 な許 可証 を必 要 と し、

鉄 の カ ー テ ン を感 じさせ る。 モ スク ワ大 学 は ま さ し く/,

ター リ ンの権 勢 を象 徴 してい る。

一方ボ リ シ ョイ劇場 は 市の 中心 部 にそ っ とそ の古 いた

たず まい を残 してい る。 ソ ビエ トの芸 術 を代 表す るバ レ

ー、 オヘ ラが冬 期 間華 々 し く開催 され る。劇 場 は戦 火 を

まぬ が れ たの で 、帝 政 ロ シアの 一一端 を垣 間 み る こ とが で

きる。 別 名金 の劇 場 と言 われ るだ け あ り、 内部 の 壁 そ し

て 柱 に は 金箔 が惜 しみ な く使 われ て い る、,大天 井か らつ

る され た シャ ンデ リアは帝 政 時 代 さな が らに 舞台 をurら

す 。 そ の 光の 中 で繰 りひ ろ げ られ る バ レーの 数 々は観 客

を夢 の 世 界へ と誘 い こむ、,

幕 合 に は充 分 な時 間 が割 かれ 、劇場 に 隣接 す る ラウ ン

ジで軽 い飲 み もの を と りなが らそ の素 晴 ら しい場 面 を想

い 出 し、 また次 の舞 台へ と胸 をお ど らせ る。 そ っと耳 を

傾 け る と世 界 各国 の 言葉 が聞 こ え て く る。 不 思 議 な こ と

に ロ シ ア語 は あ ま り聞 こ えて こ な い。 ボ リシ ョイ劇 場 の

内 部で は 、 ソ ビエ トに い るこ と を完 全 に忘 れ させ る,,

モ ス ク ワ大学 の 正門 に 立つ と き、 ボ リ シ ョイ劇 場 で の

世 界か ら全 く別 な世 界へ と引 き戻 され る。 思想 ・国 境 ・

人種 な どの差 を感 じ させ な い芸 術 の世 界 が、 い つ科 学 を

対 象 とす る 出:界まで拡 が って くるの だ ろ うか?

(生 理 学 第 講 座 教 授)
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